
観　光観　光 街道観光
街道観光が観光の一形態として注目されています。一般に街道観光とは、街道や街道に関係する

城下町、宿場町などが有する地域特有の歴史的な風土を活用した観光の形態を言います。
街道観光が注目を集めている背景には、観光庁が進める「テーマ別観光による地方誘客事業」

の取組に選定されたことが挙げられます。テーマ別観光とは、特定の観光資源を活用して地方への
誘客を図ることを目的としたもので、複数地域でのネットワークの形成と、地域間で課題や成功事
例を共有することにより効果的な観光振興につながります。2018年度には継続テーマと新規テーマ
を合わせて17件のテーマが選定されており、街道観光はエコツーリズムや酒蔵ツーリズムなどと並
んで、初年度である2016年度から選定され続けています（図表１）。

街道をモチーフにした観光振興の取組は海外でもみられ、特にドイツのロマンティック街道は世
界的にも有名な観光資源となっています。もともと、フランスやイタリアなどに比べて歴史的な観光
資源が乏しかったドイツにおいて、街道沿いの由緒ある城などを中心に観光ルートが設定されたと
言われています。わが国においても、街道は人、モノ、情報などが往来し、国土の交流基盤として地
域の歴史や文化を育んできました。街道観光の振興に向けて、全国の街道地域がネットワーク化し、
共同で国内外に街道の魅力を発信して地方への誘客を図るとともに、それを通じた地方創生や街
道の持つ歴史的・文化的価値の継承が実現するとみられます（図表２）。

街道観光を進めていくための具体的な取組としては、①マップやガイドブックの作成、②案内板
の設置、③街道ガイドの育成とネットワーク化、④イベント実施、⑤街道にかかる旅行商品の造成、
⑥街道の名物・名産品の開発、などがあります。街道観光の取組は全国街道交流会議が全国ネット
ワークの事務局となって推進が進められており、街道についての研究会や連携に関する意見交換会
などとともに過去に12回の全国大会を開催しています。次回の全国大会は2019年に静岡県での開
催が予定されており、2018年に静岡県三島市、函南町と神奈川県小田原市、箱根町にまたがる旧東
海道が文化庁の日本遺産に登録されたことを受け、全国大会では旧宿場町にある案内板の多言語
化やインターネットでの案内サービスを含めた一連の取組を「静岡モデル」として提言していくこと
が検討されています。

三重銀総研 調査部長　別府 孝文

（図表）観光庁ＨＰより三重銀総研作成

図表１ 「テーマ別観光による地方誘客事業」選定テーマ

（資料）各種資料より三重銀総研作成

図表２ 地域資源としての街道と観光振興
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運動が脳を良くする

「頭が良くなりたい。」
私は、これまでに幾度となく願ってきまし

た。その願いは、素敵な研究者達の頑張りによ
り、私の大好きな運動で叶うことが明らかに
なってきました。これは、スポーツマンが「こ
の脳みそ筋肉バカ！」と罵倒される時代が終
わり、「この脳みそ活性化秀才！」と褒め称え
られる時代に変わることを意味しています。
今回は、時代を変えた素敵な脳科学研究を数
件、皆様にお伝えしたいと思います。そして、
運動を通して脳機能が高まることを学んでい
ただき、「運動しよう！」、「運動したい！」と
思っていただければ幸いです。

北海道医療大学 井上講師らは、2015年に
ラットを用いた実験により、60分×週５回の
低強度走運動もしくは高強度走運動を６週間
続けると、その両方において、非トレーニング
状態よりも「海馬」における神経新生が増加す
ることを明らかにしました。さらに、低強度
走運動では、新生細胞の成熟を促進すること
も明らかにしました。海馬は脳の中でも記憶
や学習を司る部位です。この研究は、呼吸が苦
しくない程度の軽運動を習慣的に行うことで、
頭が良くなることを示唆しています。（参考
文献：Inoue et al. , PLoS one, 2015）

公益財団法人明治安田厚生事業団 兵頭研
究員らは、2016年に男性高齢者を対象に行っ
た研究により、持久力の高い高齢者は、「実行
機能」（ある目的のために思考や行動をコント
ロールする能力）が高いことを明らかにしま
した。この実行機能は、加齢により低下しやす
く、その著しい低下は自立した生活を困難に

させます。実行機能を維持することは高齢者
の生活の質を保つために重要であり、この研
究は、実行機能の維持には、運動で身体を鍛え
ることが有効であることを示唆しています。

（参考文献：Hyodo et al., Neuroimage, 2016）
筑波大学 諏訪部研究員らは、2017年に成人

を対象に行った研究により、10分間の中強度
運動によって、「類似記憶の識別能力」（同じで
はないが似ている物事を、異なるものとして
記憶し、判別する能力）が向上することを明ら
かにしました。ここでの「中強度運動」とは、や
やきついと感じる程度の運動で、心拍数が若
齢者で115～140 拍／分、高齢者で100～120
拍／分程度になる運動を指しています。類似
記憶の識別能力は、物事を正確に記憶するた
めに重要な能力であり、この研究は、短時間の
運動が記憶力を高めることを示唆しています。

（参考文献：Suwabe et  a l . ,  H ippocampus ,  
2017）

このような研究成果を知ると、運動で頭が
良くなることを認めざるを得ません。毎日コ
ツコツと運動（無理なら、単発で10分程度の運
動でも構いません）をして、頭を良くしましょ
う！あっぱれ運動！

なお、紹介した研究は全て、筑波大学体育系
に所属する征矢英昭教授のもとで行われてい
ます。征矢教授のグループが研究を進め、運動
が脳に与える効果をさらに解明していくこと
が期待されます。

助教　相川 悠貴
三重短期大学　生活科学科
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